第945回 生物科学セミナー
（第366回Zoological Conference）
日時：　　11月28日（水）　16:40-18:10
演者：　　沓掛　磨也子　研究員 （産業技術総合研究所）
演題:　分子レベルから見た社会性アブラムシの行動と進化
一部のアブラムシには、ミツバチやアリのように社会性をもつ種が存在する。アブラムシ社会の構成は比較的単純で、繁殖活動に専念する普通個体と、自己犠牲的な社会行動を示す兵隊という二つの階級で成り立っている。兵隊と普通個体は、同じ母虫から単為生殖により生まれた同一ゲノムをもつ遺伝的クローンであるが、遺伝子発現パターンの違いにより、形態、妊性、行動といった様々な表現型が異なっている。兵隊の役割は、おもに外敵を攻撃してコロニーを防衛することであるが、一部の種においては、巣内の様々な労働をおこなう。これまで演者は、兵隊アブラムシの階級分化や社会行動に関わる分子基盤、およびその進化に興味をもって研究してきた。本講演では、壊れた巣（ゴール）の傷を兵隊自らの分泌体液で修復するという自己犠牲的なゴール修復行動に着目し、(1)ゴール修復に関わる分子・細胞基盤、(2)ゴール修復後に兵隊により誘導されるゴール組織の再生現象についてお話しする。
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